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特別養護老人ホーム  
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従来型・短期入所生活介護 

 

 令和 5 年度事業においては、法人理念「私たちは、なによりも人が幸せであることを大切に

します。」を念頭に置いて、基本方針「利用者によりよく、職員がよりよく、そして施設として

よりよくなるためにひとり一人が日々改善に努めます。」を実践してまいりました。以下、活動

状況を報告します。 

 

１ 従来型 

  入所者並びに家族の意向に沿った施設サービス計画を作成し、その計画に基づき、入浴、

排泄、食事の介護等をできるだけ居宅に近い環境の下で実施してまいりました。入所して良

かったと思える施設づくりを入居者の立場になり行ってまいりました。 

 

２ 短期入所生活介護（定員１０名） 

  利用者と家族の方が円満な家庭生活が送れるよう、相談に応じ、関係機関とも連携し、出

来るだけ要望に応えられるように入浴・排泄・食事等の介護や日常生活の援助・機能訓練等

のサービスを提供してまいりました。 

  また、利用前に利用者の承諾を得て、関係機関からのケアサービス提供に必要な情報をい

ただく等、利用者の意向を把握して生活を送っていただくよう配慮しています。 

 

区分 利用延べ人数 男性 女性 平均介護度 

令和４年度 ３，６９１人 ６９４人 ２，９９７人 ２．６ 

令和５年度 ３, ４７５人 １,３２１人 ２, １５４人 ２．３ 

○令和５年度の利用延べ人数は減少しています。 

 

３ 苦情相談受付（第三者委員３名） 

  令和 5年度苦情受付数１件（施設１件・ショート０件） 

  苦情相談に対しては、入居者・家族の立場になり迅速に対応するように努めています。苦

情を密室化せず、社会性や客観性を重視し、苦情解決第三者委員会規程に則った対応を行っ

ています。 

 

４ 生活環境の整備 

① 老朽化に伴う修繕。 

② 感染症対策用品（ガウン・キャップ・靴カバー・アイガード等） 

 

５ 健康管理 

  看護職員全員で入居者の日常生活を支える健康管理を実施しています。また、協力病院と

の連携強化に努め、看護と介護の連携により入居者の状態の変化にも速やかに対応できる体

制を構築しています。 ○胃瘻：３名  鼻腔：７名   
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６ 事故報告 

区分 下関市報告 内部事故件数 ヒヤリハット 

令和４年度 ４ ６６ ５ 

令和５年度 １ １１５ ６ 

  ○入居者・利用者に事故が発生した場合は、速やかに入居者の家族等に連絡を行い、 

重大な事故については下関市介護保険課へ事故報告書を提出しています。 

 

事故の内訳 

骨折 転倒・

転落等 

表皮

剥離 

誤嚥 誤薬 離設 異食 チュー

ブ抜去 

裂傷・打撲 

その他 

１ １３ ６ １ ０ ０ １ ８５ ８ 

 

７ 職員会議・委員会等の開催状況 

会議名 回数 開催日 参加職種 

運営会議 １２ 第２金曜 
施設長・事務次長・生活相談員 

栄養士長・各主任 

給食会議 １２ 第２金曜 
施設長・事務次長・栄養士長・看護職員・介護職

員・日清（委託） 

連絡会議 １２ 第２金曜 ほたるホーム全職員 

従来型会議 １２ 第２金曜 

施設長・事務次長・生活相談員 

栄養士長・介護支援専門員・介護主任・従来型職

員・看護主任 

看護職員 

事故対策委員会 ３ 
５月・１０月 

２月 

施設長・事務次長・生活相談員  

看護職員・介護職員 

感染対策委員会 ４ 
６月・９月・ 

１２月・３月 

施設長・事務次長・生活相談員   

栄養士長・看護職員・介護職員 

身体拘束廃止委員

会 
５ 

４月・５月 

６月・９月 

１月     

施設長・事務次長・生活相談員 

介護支援専門員・看護職員 

介護職員 

経管栄養対策委員

会 
４ 

４月・７月・ 

１０月・１月 

医師・施設長・事務次長・生活相談員・栄養士長・

介護支援専門員 

看護主任・介護主任 

褥瘡対策委員会 ４ 
６月・９月・ 

１２月・３月 

施設長・事務次長・生活相談員   

栄養士長・看護職員・介護職員 

介護支援専門員 

高齢者虐待防止委

員会 
３ 

７月・１１月  

３月 

施設長・事務次長・生活相談員 

介護支援専門員・看護職員・介護職員 

サービス担当者会

議 
 毎週火曜日 

医師（第１・第３火曜日） 

生活相談員・栄養士長・介護支援専門員・看護職

員・介護職員 

  

 

 

８ 職員研修（内部・外部） 

  職員の資格取得や資質の向上、介護技術の向上を図るため、内部・外部研修を実施してま

いりました。※別紙参照 

  介護に直接携わる職員のうち、医療・福祉関係の資格を有さない者について、認知症介護

にかかる基礎的な研修を受講しています。 

  口腔衛生の管理体制を整備し、各入居者の状態に応じた口腔衛生の管理を計画的に行うた

めに、歯科医師又は、歯科医師の指示を受けた歯科衛生士が、介護職員に対する技術的助言

及び指導を年２回実施しています。 

  

９ 入居者の状況 

（１）年齢等 

区分 平均年齢 総平均 人数 最高年齢 最低年齢 

男性 ８５．３ 
８９．６ 

９ ９４ ７３ 

女性 ９０．６ ４１ １０２ ７４ 

○平均年齢は８９．６歳となっており前年度（８９．７歳）と変化ありません 

 

 

（２）要介護度 

区分 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

男性 ０ ０ ２ ７ ０ 

女性 ０ ０ １１ ２１ ９ 

合計 ０ ０ １３ ２８ ９ 

○男性平均介護度：３．７ 女性平均介護度：４．７ 

○平均要介護度：３．９（※前年度平均要介護度：３．８） 

 

 

（３）出身者内訳 

区分 豊田町 豊北町 豊浦町 菊川町 美祢市 その他 合計 

人数 ３７ ７ ０ ４ ０ ２ ５０ 

○地元豊田町の方が約７割を占めています。 

 

 

（４）入退所状況 

○入所者…１９名（男性：４名、女性１５名） 

○入所前の状況… 在 宅：５名 

医療機関：８名 

そ の 他：６名 
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○退所者…１９名（男性：４名、女性：１５名） 

○退所の理由…医療機関入院：７名（長期入院７名） 

        在 宅：１名   

        死 去：９名 

        そ の 他：２名 

 

（５）入院の状況 

男性入院者 ８名 内長期入院 ２名 男性入院延日数 １５４日 

女性入院者 ４３名 内長期入院 ５名 女性入院延日数 ８５１日 

計 ５１名 ７名 計 １,００５日 

 

１０ 待機者の状況 

区分 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

人数 ２ ２ １１ ４ ４ ２３ 

○男性 5名，18名 

 

１１ 消防・避難訓練 

実施年月日 種別 参加人数 

令和５年７月２５日 昼間想定 ３０名 

令和５年１０月１２日 昼間想定 ３５名 

令和６年３月１３日 夜間想定 ３０名 

  ○新型コロナウイルス感染症対策の為、山口防災立ち合いのもと自主訓練３回実施し、 

内１回は夜間想定を行っています。 

 

１２ 食事・栄養管理報告 

 入居者の栄養状態を把握、評価、判定し、個々の栄養計画を立て、個別に対応し、安全 

で衛生的な食事、経管栄養による栄養補給、栄養食事相談、多職種協働による栄養ケアを 

実施しました。栄養状態の改善を通じて、生活機能の維持、尊厳ある自己実現に協力でき 

ました。食事は、日清医療食品（株）に委託しており、安全・安心の食事を提供していま 

す。 

 

栄養ケマネジメント 

 入居者全員に３ケ月に１回、低栄養状態のリスクについて、モニタリングを実施し、栄 

養計画を作成します。栄養計画は、栄養補給、栄養食事指導、多職種連携により、口腔ケ 

ア、摂食状況、嚥下リハ等幅広い観点から入居者の健康をサポートしました。 

※個別対応例（麺類禁・毎食パン・トマト禁・毎食塩２ｇ） 

※治療食例 （心臓食・糖尿食・腎臓食・減塩食等） 

※行事食例 （誕生会食） 

 

１３ 職員の配置状況 

【主な職員の配置状況】 

職種 職員数 

区分 
常勤換算

後の人数 

指定 

基準 
常勤 非常勤 

専従 兼務 専従 兼務 

施設長  １   １     １ １ 

事務次長 １ １      

生活相談室長 １ １    １ １以上 

介護職員  １９  １６  ３ 
２１ 

２０以上 

看護職員  ４   ３   １  １以上 

管理栄養士 １  １    １以上 

機能訓練指導員 ４    ３   １    

介護支援専門員 ２ １  １     １  １以上 

夜間警備  ３     ２ １ １    

 ※痰の吸引が実施できる介護職員 ５名配置 

 

職員の採用・退職 

令和５年度 介護職員 看護職員 非常勤介護職員 非常勤看護職員 

採用 ４ ０ ０ ０ 

退職 ４ ０ ０ １ 

 

 

１４ 年間行事 

実施月 行事名 実施月 行事名 

４月 誕生会 １０月 誕生会 

５月 誕生会 １１月 秋祭り・誕生会 

６月 誕生会 １２月 誕生会 

７月 夏祭り・誕生会 １月 元旦記念撮影・誕生会 

８月 誕生会 ２月 誕生会 

９月 誕生会 ３月 誕生会 

 

 

１５ その他のサービス 

・ 理髪サービス：毎月１回豊田町内の理髪店の出張理髪サービス 

・ 行事・レクリエーション、クラブ活動（生け花、塗り絵等） 

・ 日常生活品の購入代行：衣類、歯ブラシ等日用品の購入代行 
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・ 金銭管理サービス：銀行通帳、印鑑等の保管サービス及び公共料金等の支払い代行 

 

１６ 要介護度別利用料 

従来型                          （単位：円/日） 

区分 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

サービス料金 ５，７３０円 ６，４１０円 ７,１２０円 ７，８００円 ８，４７０円 

内、保険給付額 ５，１５７円 ５，７６９円 ６,４０８円 ７，０２０円 ７，６２３円 

自己負担額 ５７３円 ６４１円 ７１２円 ７８０円 ８４７円 

サービス提供加算 ６円 ６円 ６円 ６円 ６円 

看護体制加算 １２円 １２円 １２円 １２円 １２円 

褥瘡マネジメント加

算(1回/月)   
３円 ３円 ３円 ３円 ３円 

介護処遇加算 8.3% ４９円 ５５円 ６１円 ６６円 ７２円 

特定処遇加算 2.3% １４円 １５円 １７円 １８円 ２０円 

ベースアップ支援加算 

１．６％ 
１０円 １１円 １２円 １３円 １４円 

基準居住費   ８５５円 

基準食事代 １，４４５円 

自己負担合計 ２，９６７円 ３，０４３円 ３，１２３円 ３，１９８円 ３，２７４円 

 

従来型個室 

区分 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

サービス料金 ５，７３０円 ６，４１０円 ７，１２０円 ７，８００円 ８，４７０円 

内、保険給付額 ５，１５７円 ５，７６９円 ６，４０８円 ７，０２０円 ７，６２３円 

自己負担額 ５７３円 ６４１円 ７１２円 ７８０円 ８４７円 

サービス提供加算 ６円 ６円 ６円 ６円 ６円 

看護体制加算 １２円 １２円 １２円 １２円 １２円 

褥瘡マネジメント加

算(月/1) 
３円 ３円 ３円 ３円 ３円 

介護処遇加算 8.3% ４９円 ５５円 ６１円 ６６円 ７２円 

特定処遇加算 2.3% １４円 １５円 １７円 １８円 ２０円 

ベースアップ支援加算 

１．６％ 
１０円 １１円 １２円 １３円 １４円 

基準居住費   １，１７１円 

基準食事代 １，４４５円 

自己負担合計 ３，２８３円 ３，３５９円 ３，４３９円 ３，５０１円 ３，５７６円 

 

 

 

 

短期入所生活介護 

区分 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

サービス料金 ５，９６０円 ６，６５０円 ７，３７０円 ８，０６０円 ８，７４０円 

内、保険給付額 ５，３６４円 ５，９８５円 ６，６３３円 ７，２５４円 ７，８６６円 

自己負担額 ５９６円 ６６５円 ７３７円 ８０６円 ８７４円 

サービス提供加算 ６円 ６円 ６円 ６円 ６円 

介護処遇加算 8.3% ５０円 ５６円 ６２円 ６７円 ７３円 

特定処遇加算 2.3% １４円 １５円 １７円 １９円 ２０円 

ベースアップ支援加算 

１．６％ 
１０円 １１円 １２円 １３円 １５円 

基準居住費   ８５５円 

基準食事代 １，４４５円 

自己負担合計 ２，９７６円 ３，０５３円 ３，１３４円 ３，２１１円 ３，２８８円 

 

○基準食事代：（朝）２９５円・（昼）５７５円・（夕）５７５円 

○居室と食事に係る自己負担額については、負担限度額認定証を受けている場合には、認

定証に記載している金額を負担限度額とします。 

○介護職員処遇改善加算として８．３％加算します。 

○介護職員等特定処遇改善加算として２．３％加算します。 

〇介護職員等ベースアップ等支援加算として１．６％加算します。 

 

 

１７ 業務継続計画（BCP）について 

  ・感染症や非常災害の発生時において、利用者に対するサービスの提供を継続的に実施す

るための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画を策定した上で、従業

者に対して周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施しました。 

 

 

１８ 身体拘束内部研修について 

  ・令和５年１月～４月の身体拘束未実施減算に伴い、外部講師による研修、また 

   毎月２回の職員による内部研修をグループワークで行い、研修後は小テストにより、身

体拘束廃止についての理解度を確認しました。 

    

   


